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５ 25

だ
き
ま
し
た
。
代
議

員
・
来
賓
併
せ
１
８

７
人
の
参
加
者
で
、

活
発
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
東

京
土
建
と
し
て
の
目

玉
と
な
る
活
動
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
中
・

青
年
対
策
に
力
を
入

れ
た
い
な
ど
、
前
向

き
な
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。
分
科

会
で
も
各
専
門
部
の

議
案
が
熱
心
に
議
論

さ
れ
、
分
会
・
群
の

組
織
強
化
を
中
心
に

据
え
た
方
針
を
採
択

し
、
２
，
７
５
０
人

支
部
回
復
へ
向
け
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。
以

下
、
新
た
に
選
出
さ

れ
た
新
四
役
を
紹
介

し
ま
す
。
委
員
長
・

渡
辺
勝
二
、
副
委
員

長
・
岡
村
茂
寿
、
中

西
昭
一
、
鈴
木
一

二
、
書
記
長
・
石
川

信
一
、
書
記
次
長
・

大
会
議
長
に
は
、

小
川
治
郎
さ
ん(

事

業
所
分
会)

と
田
澤

義
孝
さ
ん(

滝
野
川

分
会)

選
任
さ
れ
、

議
事
を
進
行
し
ま

し
た
。

本
部
原
沢
副
委
員

長
、
小
番
書
記
次
長

を
は
じ
め
、
北
区

長
、
太
田
昭
宏
、
池

内
さ
お
り
両
衆
院
議

員
な
ど
、
議
会
各
会

派
や
地
域
の
諸
団
体

か
ら
も
多
く
の
来
賓

を
迎
え
、
激
励
と
連

帯
の
ご
挨
拶
を
い
た

仲
間
を
増
や
し
、
要
求
運
動
が
出
来
る

た
た
か
う
組
織
づ
く
り
へ

４
月
３
日
（
日
）
北
と
ぴ
あ
「
飛
鳥
ホ
ー
ル
」
に
て
第
68
回
北

支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
・
特
別
代
議
員
・
来
賓
あ
わ
せ
１
８
７
人
の
参
加
で
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
仲
間
づ
く
り

月
間
真
っ
只
中
。

今
回
は
、
支
部
目

標
96
名

を

目

指

し
、
連
日
の
行
動

が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
ひ
と
き

わ
成
果
の
目
立
つ

十
央
分
会
は
、
社

会
保
険
加
入
問
題

で
昨
年
来
準
備
を

続
け
て
き
た
２
つ

の
事
業
所
が
満
を

持
し
て
の
加
入
。

一
気
に
目
標
を
超

過

達

成

し

ま

し

た
。
同
様
に
神
東

分
会
も
４
年
越
し

の
粘
り
強
い
訪
問

か
ら
事
業
所
を
加

入
さ
せ
、
４
人
の

大

量

加

入

で

達

成
。
や
は
り
、
継

で
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
ご
参
加
の

代
議
員
の
皆
さ
ん
、

一
日
ご
苦
労
様
で
し

た
。

小
池
正
樹
、
和
田
光

太
郎
。

渡
辺
執
行
委
員
長

が
ま
と
め
を
述
べ
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

続
的
な
訪
問
で
顔

を
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
一

度
の
訪
問
で
ダ
メ
で

も
、
あ
き
ら
め
ず
声

北
赤
羽

赤

羽

西
が
丘

神

東

十

央

豊

王

北

東

滝
野
川

西
ヶ
原

直
事
業

合

計

目
標
数

８６４７７11 ８５５35 96

加
入
数

３４１８16 ７５３１18 66

残

数

５２３超
１

超
９

４３２４17 30

掛
け
を
続
け
ま
し
ょ

う
。
春
の
拡
大
、
達

成
ま
で
も
う
一
歩
。

み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

春の仲間づくり月間 ５月１０日現在

第
68
回
北
支
部
定
期

大
会
で
、
執
行
委
員
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、

渡
辺
勝
二
で
す
。

昨
年
中

は
組
合
員

と
家
族
の

皆
様
の
奮

闘
の
お
か

げ
で
２
７
０
０
人
組

織
回
復
と
い
う
大
き

な
成
果
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
度
も
平
和
と

憲
法
を
守
り
、
仲
間

の
賃
金
引
上
げ
、
仕

事
確
保
を
重
点
と
し

て
運
動
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
大
き
な

北
支
部
へ
と
組
織
強

化
に
取
り
組
み
ま

す
。と

り
わ
け
今
年
度

は
選
挙
の
年
と
な
り

ま
す
。
組
合
要
求
実

現
の
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
仲
間
と
の
会

話
で
も
大
い
に
話
題

と
し
て
い

た
だ
き
、

ご
議
論
い

た
だ
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
今

年
度
も
、
執
行
部
一

同
先
頭
に
立
っ
て
奮

闘
す
る
所
存
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
要
求
を

大
き
な
運
動
に

執
行
委
員
長

渡
辺

勝
二

先
日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
五
輪
候
補
選
手
２

人
が
賭
博
容
疑
で
書

類
送
検
さ
れ
、
選
手

生
命
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
国
民
の
期
待

を
裏
切
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
ま
で
賭
け

事
を
し
た
い
な
ら
公

営
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で

も
や
れ
ば
い
い
と
思

う
。
▼
以
前
に
も
力

士
が
賭
博
行
為
で
相

撲
界
を
追
わ
れ
て
い

る
し
、
最
近
で
は
野

球
選
手
が
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
処
罰
を
受

け
て
い
る
。
▼
健
全

な
は
ず
の
ス
ポ
ー
ツ

界
の
裏
で
は
こ
ん
な

事
が
日
常
茶
飯
事
で

行
わ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
も
う
少
し

自
覚
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
賭
博
も
そ
う
だ

が
、
薬
物
の
ド
ー
ピ

ン
グ
も
往
々
に
し
て

話
題
に
な
る
。
そ
こ

ま
で
良
い
記
録
や
結

果
が
ほ
し
い
の
だ
ろ

う
か
。
私
は
正
々
堂

々
と
や
れ
ば
結
果
は

ど
う
で
あ
れ
悔
い
は

な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
も
う
す
ぐ

五
輪
。
日
本
選
手
の

健
闘
を
祈
る
と
と
も

に
、
不
祥
事
の
無
い

こ
と
を
望
み
ま
す
。

豊
王

菅
谷
政
一

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

若
手
も
活
躍
。
十
央
の
猪
狩
さ
ん
が
表
彰

議長お疲れ様でした。（左・小川、右・田澤）
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分
会
長
お
よ
び

分
会
書
記
長

北
赤
羽
分
会

中
野
悦
男

越
川

修

赤
羽
分
会

大
野

宏

落
合
英
喜

西
が
丘
分
会

上
原
広
志

牛
木
幸
雄

神
東
分
会

山
田

訓

土
澤
早
苗

十
央
分
会

小
島
豊
秋

細
川
芳
長

豊
王
分
会

柴
田
修
治

中
田

茂

北
東
分
会

石
川
義
勝

滝
野
川
分
会

豊
田
和
雄

大
崎
正
則

西
ヶ
原
分
会

佐
藤
友
昭

江
川
誠
一

2016年新執行部
執行委員長

渡辺 勝二

副執行委員長
岡村 茂寿
中西 昭一
鈴木 一二

書記長
石川 信一

書記次長
小池 正樹（非常駐）
和田光太郎（常 駐）

組織部
部 長 中西 昭一
副部長 宮下 幸則

財政部
部 長 鈴木 一二
副部長 佐藤 和彦

社保対部
部 長 岡村 茂寿
副部長 三上 伸行

神崎 庄一郎
厚生文化部

部 長 小池 正樹
副部長 富田 和之

税金対策部
部 長 石川 信一
副部長 井上 栄治

仕事対策部
部 長 髙橋 重則
副部長 深堀 和敏

弘瀬 英二

賃金対策部
部 長 栗木 末蔵
副部長 諸江 功

労働対策部
部 長 本田 茂
副部長 渡辺 浩志

教育宣伝部
部 長 栗木 末蔵
副部長 菅谷 政一

後継者対策部
部 長 岩瀬 実
副部長 田澤 義孝

副主任書記
井口 和良
稲垣 雅也

主婦の会 会長 千葉 理恵
事務局長 岡村 泰代

青年部 部 長 安藤 秀基
書記長 工藤 拓哉

シニア北の会
会長 堀田 晋作
事務局長 星 貢

会計監査 大野 宏
坂上 健太郎
中野 悦男

厚
生
文
化
部

共
済
活
動
の
充
実
と
文
化
活

動
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す

１
９
２
２
年
よ
り

５
２
０
円
の
掛
金
で

普
通
死
亡
１
０
０
万

円
の
給
付
を
維
持
し

て
い
た
、
全
労
斉
団

体
生
命
共
済
で
し
た

が
、
こ
の
間
、
長
期

の
給
付
超
過
に
よ
り

給
付
の
年
齢
制
限
な

ど
で
制
度
維
持
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
６

月
１
日
か
ら
自
主
共

済｢

ど
け
ん
生
命
共

済
」
を
立
ち
上
げ
、

保
障
を
移
行
し
ま

す
。
掛
金
は
変
わ
ら

ず
、
給
付
は
組
合
員

の
死
亡
に
対
し
て
80

万
円
と
な
り
ま
す
。

制
度
の
周
知
に
努
め

ま
す
。

火
災
共
済
・
自
動

車
共
済

の
推
進

に
つ
い

て
は
月

間
を
設

け
て
取
り
組
み
、
よ

り
充
実
し
た
共
済
制

度
の
基
礎
作
り
を
し

ま
す
。
ま
た
、
毎
年

好
評
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
や
仲
間
の
作
品

展
な
ど
を
発
展
さ

せ
、
仲
間
の
生
活
を

守
り
な
が
ら
、
豊
か

な
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
よ
う
な
企
画
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
共
済
は
皆
で
作

る
も
の
で
す
。
魅
力

的
な
制
度
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

財
政
部

未
納
・
滞
納
防
止
を
強
化

し
、
群
会
議
の
参
加
率
向

上
を

財
政
基
盤
の
強

化
・
確
立
は
組
織

運
営
上
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
で
す
。
仲

税
金
対
策
部

毎
月
の
消
費
税
増
税
阻
止

駅
頭
宣
伝
行
動
と
納
税
者
の

権
利
確
立
に
向
け
た
運
動
を

進
め
ま
す

税
金
対
策
部
で

は
、
運
動
の
柱
で

あ
る
消
費
税
増
税

阻
止
に
向
け
た
運

動
と
し
て
、
他
団

体
と
協
力
し
て
毎

分
会
新
聞
の
発

行
に
関
し
て
は
、

全
分
会
で
部
長
を

選

出

し

て

も

ら

い
、
新
聞
発
行
が

出
来
る
様
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

教
宣
学
習
会
は

昨
年
に
引
き
続

き
、
現
在
支
部
の
5

名
の
ア
ス
ベ
ス
ト
原

告
団
を
励
ま
す
、
駅

頭
宣
伝
及
び
署
名
行

動
を
行
い
ま
す
。
今

年
1
月
の
京
都
地
裁

判
決
で
は
初
め
て
製

造
企
業
の
賠
償
責
任

が
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
押
し
出
し
、
ア
ス

ベ
ス

ト
被

害
は

建
設

労
働

者
だ

け
の
問
題
で
は
な

く
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
建
材
を
多
く
含
ん

だ
建
物
が
今
後
解
体

や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
よ
り
近
隣
住
民
に

も
及
ぶ
こ
と
を
強
く

世
論
に
訴
え
、
未
だ

月
続
け
て
い
る
24

日
の
駅
頭
宣
伝
を

取
り
組
み
ま
す
。

納
税
者
の
権
利
を

確
立
す
る
運
動
と

し
て
、
組
合
員
の

人
権
や
財
産
権
を

侵
す
よ
う
な
税
務

調
査
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
税
務
署

交
渉
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
社
保
加
入

問
題
か
ら
、
や
む
を

得
ず
外
注
扱
い
と
な

っ
た
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
自
身
で
確
定

教育
宣伝部

小池部長

鈴木部長 石川部長

本田部長

昨
年
、
み
ん
な
の

が
ん
ば
り
で
５
年
ぶ

り
に
回
復
し
た
２
７

０
０
名
の
組
織
を
、

仲
間
の
仕
事
と
暮
ら

し
を
守
る
強
固
な
砦

と
し
て
い
く
た
め
に

１
年
間
を
通
じ
て
、

仲
間
作
り
の
運
動
や

活
き
活
き
し
た
群
を

実
現
す
る
た
め
に
組

織
強
化
の
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。

年
間
の
仲
間
作
り

目
標
は
１
６
年
１
月

組
織
の
15
％
（
４
１

１
人
）
、
２
７
５
０

人
支
部
の
実
現
を
目

指
し
、
春
一

番
、
春
、
秋
の

集
中
月
間
を
中

心
に
取
り
組

み
、
通
常
月
は

１
名
以
上
の
拡

大
を
目
標
と
し
ま

す
。取

り
組
み
の
重
点

と
し
て
は
、
昨
年
の

総
括
で
明
ら
か
に
な

っ
た
拡
大
運
動
へ
の

参
加
者
の
確
保
に
つ

い
て
、
常
日
頃
か
ら

の
関
係
づ
く
り
を
重

視
し
ま
す
。
月
1
回

の
群
会
議
が
重
要
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
運
動
の
協

力
者
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
難
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の

建
設
業
界
の
仲
間

が
仕
事
に
意
欲
を
持

ち
、
安
心
し
て
働
け

る
環
境
を
手
に
入
れ

る
事
が
で
き
る
よ

う
、
劣
悪
な
環
境
の

改
善
等
に
立
ち
向
か

え
る
人
材
の
発
掘
や

育
成
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
ま
す
。
後

継
者
の
育
成
に
は
、

組
合
へ
の
所
属
意
識

を
高
め
る
事
が

重
要
で
す
。
加

入
の
時
点
か

ら
、
役
員
だ
け

で
な
く
分
会
全

体
で
新
組
合
員
を
定

着
す
る
ま
で
サ
ポ
ー

ト
し
、
柔
軟
に
温
か

く
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
え
る
事
が
必
要

で
す
。
分
会
で
の
新

加
入
者
説
明
会
の
取

り
組
み
を
広
げ
る
な

ど
、
後
継
者
対
策
部

を
中
心
と
し
て
、
よ

り
よ
い
交
流
の
場
を

つ
く
る
事
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

社
会
保
障
対
策
部

の
２
０
１
６
年
度
の

運
動
方
針
は
、
１
．

積
極
的
か
つ
自
主
的

な
運
動
参
加
へ
の
学

習
と
し
て
、
組
合
員

や
家
族
に
自
覚
的
か

つ
自
発
的
に
組
合
運

動
参
加
を
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
情
勢
に

応
じ
て
専
門
部
や
分

会
で
の
学
習
会
の
開

催
を
提
案
し
て
行
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域

団
体
と
の
共
闘
と
し

て
、
北
区
労
連
を
中

心
に
社
保
協
、
各
所

属
団
体
と
共
に
地
域

に
根
付
い
た
運
動
を

取
り
組
ん
で
行
き
ま

第
68
回
定
期
大
会
が
終
了
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
専
門
部
で
も
部
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
各
専
門
部
の
方
針
案
を
ま
と
め
て
頂
き
ま
し
た
。

組
織
部

賃
金
対
策
部

賃
金
対
策
部
で

は
賃
金
引
上
げ
運

動
と
し
て
、
北
区

地
場
ゼ
ネ
コ
ン
の

訪
問
、
北
区
や
各

会
派
と
の
懇
談
で

労
働
者
の
賃
金
引

上
げ
を
迫
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
要

請
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
区
内

事
業
所
・
店
舗
で

最
低
賃
金
が
守
ら

れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
違
反
が
あ

れ
ば
監
督
署
に
通

報
す
る
と
と
も
に

是
正
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
公
契
約

条
例
運
動
と
し
て

自
治
体
や
各
会
派

に
向
け
た
要
請
、

後
継
者
対
策
部

で
、
分
会
役
員
と
の

接
点
の
場
と
し
て
各

分
会
が
実
践
す
る
交

流
会
な
ど
の
活
動
を

進
め
る
こ
と
で
解
消

を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
社
保
未
加
入
問

題
で
の
事
業
所
拡
大

が
一
段
落
し
て
い
く

今
後
、
町
場
で
の
困

難
な
拡
大
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
組
合
員

と
し
て
組
合
員
を
増

や
す
こ
と
は
、
自
分

た
ち
の
組
織
や
制
度

を
守
る
こ
と
で
あ
り

運
動
を
強
め
る
力
で

も
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
拡
大
運
動
が
「
共

に
組
合
を
語
り
運
動

を
す
す
め
る
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
夢
の

あ
る
運
動
」
で
あ
る

と
み
ん
な
で
実
感
で

き
る
組
織
作
り
を
目

指
し
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
の
運
動
は

夢
あ
る
運
動

全
世
代
型
の
組
織
作
り
へ
貢
献

賛
同
署
名
要
請
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
仲
間
と
家
族
の

命
と
健
康
を
守
る
取

組
み
と
し
て
、
特
定

健
診
や
特
定
健
康
指

導
へ
の
受
診
の
呼
び

か
け
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め

保
険
対
策
推
進
委
員

を
各
分
会
か
ら
選
出

頂
き
、
仲
間
と
家
族

の
命
と
健
康
を
守
る

取
組
み
と
し
て
会
議

す
。

２
．
医
療
保
険
一
元

化
を
阻
止
し
、
建
設

国
保
育
成
強
化
と
補

助
金
現
行
水
準
確
保

を
目
指
す
た
た
か
い

と
し
て
、
厚
労
省
、

東
京
都
、
財
務
省
へ

の
建
設
国
保
予
算
要

求
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請

や
要
求
集
会
へ
の
参

加
を
仲
間
に
呼
び
掛

け
て
い
き
ま
す
。
併

せ
て
地
元
議
員
へ
の

社
会
保
障
改
悪
阻
止
・
土
建
国
保
を
守
り
、

仲
間
の
命
守
る
運
動
を
展
開

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

や
駅
頭
宣
伝
を
通

じ
て
公
契
約
条
例

を
広
め
る
運
動
を

行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、

北
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
中
心
に

大
手
企
業
交
渉
に

向
け
て
現
場
の
声

を
集
め
た
り
、
建

退
共
の
制
度
を
周

知
す
る
た
め
に
現

場
説
明
会
を
開
く

な
ど
、
現
場
労
働

者
の
賃
金
・
環
境

向
上
の
た
め
に
運

動
し
ま
す
。

社
保
未
加
入
問

題
が
現
場
に
及
ぼ

す
影
響
を
正
確
に

把
握
し
、
社
保
対

部
と
共
に
社
保
未

加
入
賃
金
問
題
解

決
の
た
め
に
現
場

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
さ
ら
に
工

事
代
金
不
払
い
問

題
、
生
活
相
談
、

融
資
相
談
、
サ
ラ

金
相
談
な
ど
の
組

合
員
個
別
の
相
談

に
も
応
じ
、
一
緒

に
解
決
を
図
り
ま

す
。

賃
金
引
上
げ
は
要
求
の
基
本

中西部長

岩瀬部長

岡村部長

栗木部長
（賃金・教宣）

仕
事
対
策
部

住
宅
デ
ー
の
充
実
と
仲
間

の
仕
事
確
保
を

仕
事
対
策
部
で

は
住
宅
デ
ー
、
仕

事
確
保
運
動
、
防

災
協
定
・
対
策
、

住
ま
い
づ
く
り
相

談
室
、
求
人
・
求

職

活

動

に

つ

い

て
、
仲
間
の
仕
事

確
保
を
第
一
に
運

動

を

す

す

め

ま

す
。
特
に
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
る

住
宅
デ
ー
は
、
地

域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
通
じ
た
ア

ピ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
組
合

内
の
仲
間
に
声
を

か
け
、
活
動
参
加

の
き
っ
か
け
と
な

を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

３
．
社
会
保
険
未
加

入
問
題
へ
の
対
応
と

健
保
適
用
除
外
要
件

緩
和
を
求
め
る
提
案

を
、
各
専
門
部
と
連

携
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。

４
．
そ
の
他
に
国
保

対
策
と
し
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
よ
る
国
保
組
合
加

入
者
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
登
録
や
業
実
態

調
査
提
出
の
お
願
い

を
支
部
だ
け
で
は
な

く
、
分
会
や
群
か
ら

も
呼
び
か
け
て
も
ら

う
様
、
提
案
し
て
い

き
ま
す
。

間
づ
く
り
月
間
の
前

進
と
脱
退
対
策
の
強

化
に
よ
る
実
増
、
滞

納
対
策
の
前
進
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
年

度
は
月
平
均
組
織
人

員
２
６
５
０
名
で
組

る
よ
う
な
組
織
強

化
の
運
動
と
し
て

も

力

を

入

れ

ま

す
。
ま
た
、
仕
事

確
保
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
北
区

に
要
求
し
て
勝
ち

取
っ
た
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
活

用
し
て
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

技
術
対
策
委
員

会
と
し
て
、
シ
ニ

ア
の
会
と
も
連
携

し
、
地
域
の
子
供

た
ち
に
木
工
教
室

を
通
じ
て
物
づ
く

り
の
喜
び
を
伝
え

る
活
動
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

髙
橋
部
長

申
告
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
無
申
告

に
陥
ら
な
い
よ
う
、

注
意
喚
起
し
、
申
告

の
相
談
に
応
じ
て
い

き
ま
す
。

応
能
負
担
の
原
則

に
基
づ
く
税
制
の

為
、
個
人
所
得
税
の

最
高
税
率
の
引
き
上

げ
や
、
消
費
税
の
撤

廃
な
ど
、
不
公
平
税

制
を
是
正
す
る
運
動

を
す
す
め
、
学
習
会

等
で
組
合
内
外
に
正

し
い
税
の
あ
り
方
を

周
知
し
ま
す
。

合
費
収
入
の
予
算
を

編
成
し
ま
す
が
、
1

％
の
組
織
実
増
を
勝

取
る
運
動
の
強
化
、

各
分
会
で
の
健
全
な

財
政
活
動
を
支
え
る

こ
と
が
で
き
る
部
会

の
確
立
な
ど
を
重
点

に
位
置
づ
け
奮
闘
し

て
い
き
ま
す
。
仲
間

の
生
活
と
仕
事
を
守

り
、
建
設
産
業
だ
け

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で

保
護
の
対
象
外
に
お

か
れ
て
い
る
一
人
親

方
層
の
補
償
へ
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

支
部
集
団
健
康
診

断
に
お
い
て
は
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
専
門

医
が
再
読
影
し
て
い

る
こ
と
を
仲
間
に
周

知
し
、
健
診
受
診
者

を
増
や
し
、
新
た
な

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
者

の
掘
り
起
し
も
推
進

し
ま
す
。

社
保
適
用
推
進
強

化
に
よ
り
職
人
層
の

外
注
化
も
目
立
ち
ま

す
が
、
事
故
に
備

え
、
労
災
特
別
加
入

を
勧
め
ま
す
。

北
区
木
建
協
所
属

団
体
の
減
少
に
よ

り
、
王
子
監
督
署
と

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
こ
こ
数
年
実
施
で

き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
新
年

度
は
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
取
組
む
こ
と
で

安
全
衛
生
の
意
識
向

上
を
図
る
と
と
も

に
、
賃
金
対
策
部
で

取
組
ん
で
い
る
現
場

訪
問
と
と
も

に
安
全
問
題

に
つ
い
て
現

場
所
長
と
の

懇
談
や
建
設

従
事
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
区
内

建
設
現
場
に
お
い
て

発
注
段
階
か
ら
元
請

責
任
で
安
全
経
費
が

関
係
業
者
に
行
き
わ

た
っ
て
い
る
か
把
握

し
、
大
手
企
業
交
渉

や
政
治
的
要
求
運
動

へ
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

労
働
対
策
部

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
勝
利
と

一
刻
も
早
い
救
済
を
求
め
て

写
真
教
室
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
部

員
以
外
の
参
加
も

で
き
る
楽
し
い
学

習
会
に
し
て
、
教

宣
活
動
参
加
の
す

そ
野
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

機
関
紙
の
「
け

ん
せ
つ
北
部
」
で

は
、
多
く
の
組
合

員
と
そ
の
家
族
が

見
え
る
記
事
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

社
会
保
障
対
策
部

で
な
く
国
民
的
な
要

求
実
現
も
含
め
一
丸

と
な
り
運
動
を
推
進

し
て
い
け
る
財
政
基

盤
を
確
立
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
群
会

議
へ
の
出
席
者
を
増

や
し
、
納
入
率
の
引

上
げ
、
滞
納
・
脱
退

対
策
の
強
化
に
結
び

付
て
い
き
ま
す
。
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主婦の会
青年部・シニア
ＰＡＬ総会報告

主
婦
の
会

３

月
12
日

（

土
）
北
支
部
会
館

に
て
、
40
人
の
参

加
で
開
催
し
ま
し

た
。
近
年
取
り
組

ん
で
き
た
若
手
発

掘
の
イ
ベ
ン
ト
が

実
を
結
び
、
若
い

世
代
を
中
心
に
し

た
役
員
構
成
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
主
婦
だ
け

で
な
く
、
幅
広
い
女

性
の
皆
さ
ん
が
活
躍

で
き
る
よ
う
な
場
所

に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

主
婦
の
会
会
長

千
葉
理
恵

シ
ニ
ア
北
の
会

北
Ｐ
Ａ
Ｌ

青
年
部

３
月
２
７
日
（

日
）
１
３
時
よ
り
青

年
部
の
定
期
大
会
を

部
員
３
名
、
来
賓
１

名
、
書
記
１
名
で
開

催
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
取
り
組
み
経
過

と
新
年
度
の
方
針
を

確
認
し
、
夜
間
に
は

2
回
目
と
な
る
ミ
ュ

地
域
で
選
ば
れ
る
組
合
に

春
の
住
宅
デ
ー
も
う
す
ぐ
開
催

３

月

24
日(

木)

、
北
Ｐ
Ａ
Ｌ
第

11
回
総
会
が
支
部
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
の
経
過

で
は
、
大
手
企
業
交

渉
の
成
果
や
、
公
契

約
条
例
制
定
を
目
指

し
て
建
設
ユ
ニ
オ
ン

と
取
り
組
ん
で
い
る

北
区
建
設
業
協
議
会

と
し
て
、
こ
れ
ま
で

交
流
の
な
か
っ
た
北

区
総
合
建
設
業
協
議

会
と
懇
談
を
持
て
た

こ
と
、
ま
た
、
城
北

ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
レ

ク
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
16
年
度
も
こ
の

活
動
を
引
き
続
き
継

続
し
て
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
方
針
と

し
て
提
案
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

北
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長

栗
木
末
蔵

張
り
出
し
等
、
宣

伝
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す

６
月
５
日
は
北
区

各
所
で
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

建
設
職
人
の
技
能

を
地
域
に
還
元
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
お
子

さ
ん
連
れ
で
楽
し

め
る
企
画
が
い
っ

ぱ
い
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ポ
ス
タ
ー
の

３
月
28
日
、
会
は

15
歳
の
春
を
迎
え
る

事
が
で
き
、
会
員
は

２
９
０
名
と
な
り
ま

し
た
。

昨
年
は
、
日
帰
り

バ
ス
ハ
イ
ク
や
温
泉

旅
行
で
親
睦
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、

『
住
宅
デ
ー
』
や
地

域
で
の
木
工
作
教
室

に
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
、
北
支
部
の

名
声
を
上
げ
て
お
り

ま
す
。

人
間
一
度
の
人
生

で
す
。
二
度
は
有
り

ま
せ
ん
、
人
と
の
話

を
持
っ
て
運
動
し
楽

し
い
生
活
を
送
る
事

こ
そ
人
生
の
最
大
の

喜
び
で
あ
り
ま
す
。

来
年
の
シ
ニ
ア
の
総

会
で
も
皆
で
元
気
な

顔
を
見
せ
あ
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
北
の
会
会
長

堀
田

晋
作

リフォーム助成

今年も利用しよう

組合が要求し、実現した北

区のリフォーム助成制度。今

年度も予算を獲得し、実施さ

れることになりました。工事

額の20％（上限10万円）が施

主に助成されます。対象は、

４月以降に北区に住む方の住

宅で、区内業者が行う工事で

す。施工前後の写真が必要で

すので取り忘れの無いように

注意してください。申請書と

パンフレットは支部にご用意

しています。

ー
ジ
ッ
ク
ナ
イ
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
は
１
８
名
の

参
加
（
内
組
合
員
８

名
）
が
あ
り
、
戦
争

法
反
対
の
２
０
０
０

万
人
署
名
も
あ
わ
せ

て
取
組
み
ま
し
た
。

部
長
に
は
安
藤
秀
基

（
北
東
）
、
書
記
長

に
は
工
藤
拓
哉
（
神

東
）
を
選
出
し
ま
し

た
。

青
年
部
部
長安

藤
秀
基
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